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寄付に訪れたグラウンドゴルフふれあい友の会の皆さん

第36回境町近隣少年サッカー大会

　グラウンドゴルフふれあい友の会（片倉弘会長）が、
50,000 円をスポーツ振興のため役立てて頂きたいと寄
付されました。

グラウンドゴルフふれあい友の会が町へ寄付

寄付に訪れた NON 歌謡会の皆さん

　NON 歌謡会（荻野憲子会長）が、チャリティーとし
て集まった収益金 72,840 円を福祉のために役立ててい
ただきたいと寄付されました。

NON歌謡会がチャリティー金を町へ寄付

1/21・22

会　場　境町サッカー場・境町総合運動場
【高学年の部】

参加チーム　9 チーム   
優　勝　JSC しもつま（下妻市）
準優勝　フェニックスフットボールクラブ A　（境町）
第 3 位　フェニックスフットボールクラブ B　（境町）

【低学年の部】
参加チーム数　８チーム
優　勝　三和 S クリアンサス（古河市）
準優勝　前橋ジュニア（群馬県　前橋市）
第 3 位　フェニックスフットボールクラブ A　（境町）

スポーツ

境ライオンズクラブの皆さんと子どもたち

茨城境ライオンズクラブが児童生徒に
年賀ハガキを贈呈
茨城境ライオンズクラブ（篠崎利雄会長）の皆さんが役
場を訪れ、町内小中学校の児童生徒へ年賀ハガキ 2,000
枚をプレゼントしました。

寄付寄付に訪れた建設業協会境支部の皆さん（写真右から
加藤建設工業、福島工務店、山下工業、中和建設、
新井建設工業）

　建設業協会境支部の皆さんが、日本赤十字社へそれぞ
れ 10 万円を寄付されました。

建設業協会境支部が日本赤十字社へ大口寄付

　境小学校において、図書の贈呈式が行われました。
　これは昨年 10 月 15 日に行われた境小まつりに、青
少年健全育成境町民の会境支部（鈴木壽

ひさし

支部長）が駄
菓子や昔ながらのおもちゃなどから買い物の形態を学
んでもらいたいと「なつかしや」を出店し、728 名の入
店者からの収益金（35,979 円）で購入したもので、25
冊の図書が寄贈されました。

2/1
青少年健全育成境町民の会境支部が
境小へ図書寄贈

青少年健全育成境町民の会境支部の皆さんと児童たち
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あなたの街の

仲人おばさん紹介

体験入会男女共に

3 ヶ月　 5,000 円 ※公的書類提出可能な方→
★お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

結婚相談室チャペル　　　　　　　　　　　　　　　の代表遠藤明美と申します。
真剣に結婚を考えられている方のみご相談ください。全力でお手伝いいたします。

この道 19年、仲人の達人！！
今すぐ・・・完全予約制

〒 306-0011　茨城県古河市東 3-5-13　イトーヨーカドー南側　

☎   0280-30-7070
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